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プリント作品を囲んで

Digitable 基礎講座 2012　第 9 回　高木大輔講師
SILKYPIX Developer Studio Pro5 の新機能
昨年新登場となった Developer Studio Pro 5 の新機能を中
心に、画像の仕上げ機能を少し詳しく見ていこう。

■最新の画像処理技術搭載
＊ HDR 機能を搭載…一枚の RAW データから HDR（ハイ
ダイナミックレンジ）表現を実現、最新の画像処理技術を
搭載した。一枚の RAW データに含まれる情報を最大限利
用し広大なダイナミックレンジの写真へ仕上げることがで
きるので、白飛び・黒つぶれの少ない印象的な写真表現が
可能だ。
＊新アルゴリズムの高精度な AWB…高精度で色カブリを
自動調整し適切な色再現。さらに新機能として「ミックス
光補正」* を搭載し、画面内の異なる光源を自動判断して
別々のホワイトバランス調整が可能となった。
＊ノイズ処理の大幅向上…ノイズリダクションの改良に
よってノイズを大幅に抑制し、高感度撮影での可能性が広
がった。ので、ほぼ全てのコマに違和感なくそのまま適用
できた。超高感度で撮影された写真であっても解像度の喪
失を抑えながらノイズの少ない結果を得ることが出来る。
その結果、従来ノイズが多くて諦めていた撮影方法を実現
できる可能性も拡がるだろう。

■「使いやすさ」の向上
＊必要な画像の検索性が向上した「フォルダーツリー」の
採用
＊視認性の高い大きなコントロールが選べるスキン選択、
アイコンをはじめとするマウスオーバーでの拡大表示
＊ネイティブ 64bit 対応
…等々
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Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

多くの作例を用意して講義に臨む高木大輔講師

窓際での HDR 効果の例　右が補正前で殆ど白飛びしている

HDR はドロップダウンリストにより選択できる



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各自持ち時間 5 分）

TD 講師：デジタブルの概略をビジターに説明
NY 会員：iPad を使った画像鑑賞
YA 会員：NUDE 作品の紹介
AY 会員：プリンターと測色について
IS 会員：節分祭の写真
EY 会員：EL ニッコールの解像力評価
YK さん：渋谷ライブハウスでの写真展予告
TM さん：Canon、Nikon のライブビュー比較
GK さん：自己紹介　恩田の森の作品について
MK さん：心の目…Eyes on Mind
HM 講師：自作写真集 62 号
…
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「ダブルトーン印刷　その２」
ダブルトーン、トリプルトーン印刷を前提とするレイヤー
を重ねて保存しておくことで、効果の適応度を調整して、
印刷効果を調整できる。
１：背景レイヤー
２：背景レイヤーのコピー、焼きこみ背景などの調整用
３：背景レイヤーのコピー２・・・ダブルトーン印刷用
４：背景レイヤーのコピー３・・・トリプルトーン用、
　　グラデーションマップ・諧調の反転部分マスク

注意点としては、画像として画面で見えているものと、印
刷では各レイヤーのみを印刷上で重ねてゆくわけで、重なっ
て見えるレイヤー画像がそのまま印刷結果とならない、印
刷結果と見えているものが一致しない状態であることは、
認識しておくことが必要だろう。
そのうえで、透明度の調整などのさまざまな調整をテスト
しながら、テスト印刷を繰り返し。印刷結果で最善の結果
を出すことが必要だろう。
ダブルトーン印刷で得られる効果は、微妙なもので、さほ
ど大きなものではない。最近のプリンターでは一度塗りで
も充分な印刷結果をもたらすことも、またソフト上でレン
ズフィルターなどの色調効果を加える事も可能となる。
ダブルトーンの重ねずり法は、あくまでもアナログ的な方
法であるが、デジタル法とは違う効果があることも確かだ
ろう
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プリント実例を前に解説する平野正志　講師

今月の 1 枚：No Coment ！
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実際の印刷。一度目の印刷では

１００％で背景画像を印刷する

（背景のコピー０1）。このとき印

刷の設定は冷黒調、かつ印刷濃度

を保持するため明度はー１０とし

ている。

ダブルトーン印刷の場合は、重ね

刷りとなるため濃度は通常より上

がる。特に最高濃度部分が上がり

すぎる傾向に有るが、商業印刷の

インクとインクジェットのインク

の乗り方が違う。印刷の明度設定

は、濃度が上がることを考慮しな

がらテスト印刷が欠かせない。

通常のダブルトーン印刷同様に、

一度目の印刷の後、ここでは色調

をセピアに変更して通常の印刷を

重ねている。セピアでは色が乗り

すぎるなどの場合。温黒調でも色

調が変わるので、好み、テスト印

刷で選んでみるとよいだろう。

ポジ像に薄いポジ像を重ねる方法で通常のダブルトーン印刷は行った、しかし、濃度も上がり黒が乗り過ぎる傾向

がある。

通常一度のモノクロ印刷で濃度に不満が残る点は別の機会にまとめている。濃度を薄めた背景レイヤーの二度印刷

では、濃い部分にも薄いながらもインクが乗り二度塗りの効果（濃度）が表れるが、平均的に濃度を透明度などで

調整するため、薄い部分に乗る色調は相対的に薄い状態で重なる。また最も濃い部分には濃くインクが乗りすぎて

しまうという欠点にもつながる。

そこで、ネガ像を重ねることを思いつく。

重ねて印刷する画像をネガ像にすることでは、濃度の濃い部分に重ねる効果は薄く、濃度の増加は逆に弱くなるが、

濃度の薄い部分に乗る濃度の効果は大きくなる。一見、良いようにも感じるが、しかし、ネガとポジを合わせるこ

とで、重ねる色（濃度）の効果は大きくなるが、逆にコントラストを損なう結果ともなる。

そのままでは二度印刷に使用するポジ、ネガ像ともに欠点を併せ持つ事になるので、濃度、印刷設定での調整でそ

れらを塩梅良く調整してゆくことが必要だった。

また、必要に応じてレイヤーマスクを使用して効果の度合いを部分的に調整などするのも効果的だろうと思われる。

ダブルトーン印刷の場合は、重ね刷りとなるため
濃度は通常より上がるのでテスト印刷が欠かせな
い。


